
2003年出土の木簡
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は
、
完
存
も
し
く
は
下
端
部
が
若
千
欠
損
す
る
資
料
で
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
上
端
部
を
圭
頭
状
と
し
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
ま

た
、
上
端
部
の
み
が
遺
存
す
る
資
料
は
す
べ
て
圭
頭
状
で
、
側
面
に
切
り
込
み

な
ど
が
あ
る
も
の
は
な
い
。
墨
痕
が
判
読
で
き
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
大
日
如

来
を
表
し
て
お
り
、
金
剛
界
大
日
如
来
を
示
す
梵
字
鷺

（バ
ン
）
の
下
に
漢
字

で
大
日
如
来
と
記
す
も
の
が
特
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。
形
状

・
墨
痕
の
内
容
か

ら
、
こ
れ
ら
の
大
半
は
い
わ
ゆ
る
笹
塔
婆
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
荒
井
猫
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
及
び
木
簡
状
木
製
品
は
、
今
回

の
資
料
を
含
め
る
と
計

一
九
五
点
と
な
る
。
こ
の
う
ち
木
簡
は
九
二
点
で
、
判

読
で
き
た
も
の
は
そ
の
内
容
か
ら
い
わ
ゆ
る
笹
塔
婆
と
呪
符
木
簡
と
に
大
別
さ

れ
、
数
量
的
に
は
前
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
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跡
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―
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７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

河
股
城
跡
は
、
福
島
県
中
通
り
北
部
の
伊
達
郡
に
あ
り
、
県
の
東
部
を
南
北

に
走
る
阿
武
限
高
地
の
西
側
麓
に
位
置
す
る
。
川
俣
盆
地
に
は
南
の
三
春
街
道
、

北
の
梁
川
街
道
、
東
行
す
る
相

馬
中
村
街
道
、
西
行
す
る
二
本

松
街
道
な
ど
が
放
射
状
に
集
中

し
、
中
世
に
は
興
福
寺
領
荘
園

が
置
か
れ
、
小
手
郷
と
し
て
繁

栄
し
た
。

戦
国
時
代
末
頃
は
伊
達
政
宗

領
の
最
南
端
に
位
置
し
、
東
は
　

３

相
馬
義
胤
領
、
南
西
は
大
内
定
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綱
領
に
接
し
た
戦
略
上
重
要
な
地
点
で
あ
っ
た
。
政
宗
は
天
正

一
三
年

（
一
五

八
五
）
本
城
よ
り
南
進
し
会
津
へ
進
軍
し
て
い
る
。

本
城
は
丘
陵
突
端
部
の
自
然
地
形
を
利
用
し
た
山
城
で
、
東

・
西

・
北
を

一

望
で
き
る
天
然
の
要
害
で
あ
る
。
城
域
は

一
血
四
方
を
こ
え
る
。

発
掘
調
査
の
対
象
地
は
、
天
然
の
堀
で
あ
る
広
瀬
川
を
渡
り
城
内
に
導
か
れ

た
街
道
が
、
谷
を
塞
い
だ
目
隠
し
土
塁
の
裾
を
通
り
、
門
を
く
ぐ
っ
て
谷
の
中

に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
武
家
屋
敷
で
あ
る
。
検
出
し
た
街
道
は
最
大
幅
五
ｍ

を
測
り
、
城
内
を
東
西
に
横
断
し
、
南
側
は
内
城
部
、
北
側
は
外
城
部
に
あ
た

る
。
武
家
屋
敷
は
街
道
に
面
し
、
四
方
に
溝
を
め
ぐ
ら
せ
た
面
積
約
五
〇
〇
♂

の
中
に
掘
立
柱
建
物
な
ど
四
棟
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
構
は
厚
い
砂
に
埋
没
し
て

お
り
、
そ
の
下
層
の
年
代
、
出
土
す
る
陶
磁
器
な
ど
か
ら

一
五
世
紀
か
ら

一
六

世
紀
前
葉
ま
で
と
見
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
の
組
成
は
、
茶
器
を
含
む
日
常
生
活
品
に
諸
職
人
の
用
具
類
を
伴

い
、
武
士
階
層
と
諸
職
人
の
混
在
す
る
居
住
区
と
推
定
さ
れ
る
。
木
札
は
、
武

家
屋
敷
の
池
と
思
わ
れ
る
遺
構
よ
り
出
上
し
た
。
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材
は
柾
目
材
で
、
上
下
は
折
損
と
思
わ
れ
る
が

一
文
字
目
の
上
に
空
白
が
あ

る
こ
と
と
、
下
部
の
欠
損
状
況
か
ら
、
上
下
に
文
字
が
続
く
可
能
性
は
低
い
と

思
わ
れ
る
。

内
容
は
、
出
土
地
点
付
近
で
荷
物
を
改
め
た
際
、
そ
の
荷
物
の
情
報
を
覚
え

と
し
て
、
手
近
に
あ
っ
た
木
片
に
書
き
付
け
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
木
簡
の
意
義
は
、
以
下
の
点
に
あ
る
。
①
出
土
地
点
付
近
よ
り
道
路
や

門
、
建
物
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
こ
の
場
所
に
道
路
を
監
視
す
る
関
所
の
よ
う
な

施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
②
中
世
城
郭
内
部
に
関
所
が
存
在

し
た
こ
と
を
考
古
学
的
に
証
明
で
き
る
資
料
の
出
土
は
、
全
国
で
も
初
め
て
で

あ
る
。
③
中
世
に
お
け
る
関
所
は
従
来
の
交
通
史
研
究
に
お
い
て
も
、
文
献
史

料
を
用
い
て
数
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
木
簡
の
出
土
に
よ
り
遺
構

と
木
簡
の
両
方
か
ら
、
当
時
の
関
所
の
様
子
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
の
岡
陽

一
郎

氏
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。
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